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基盤地図情報（建築物の外周線）及び地名等を重ね

合わせた正射写真地図を被災前と被災後で各 3 面

（1:2500 国土基本図図郭）作成し，関係機関に提供

した．  

 
図-6 正射画像の作成範囲（8 月 28 日撮影） 

 
28 日に撮影した垂直写真で雲の障害があった部

分と要望のあった安佐南区の山本地区周辺部分につ

いて，全 11 コースのコース設計を再度行った上で，

くにかぜⅢは北九州空港に待機していたが，天候が

回復した 30 日，8 時 42 分に北九州空港を離陸，11
コース（322 枚）（図-7）の撮影を実施し，11 時 11
分に北九州空港に着陸した．28 日と同様に現地処理

（6 コース分）と空輸後の本院処理（5 コース分）に

分けて後続作業を行った．この日は宅配業者により

民間機で空輸後，羽田空港で国土地理院職員が受け

取る方法としたため，28 日と比較して本院到着まで

1 時間半ほど多く運搬時間を要した．伝送の 6 コー

ス分は 18 時 4 分，空輸した 5 コース分は 20 時 56
分に作業を完了させ，それぞれ直ちに関係機関に提

供した．また，写真画像を地理院地図で公開するた

めの作業も並行して実施し，21 時 27 分に外部公開

用サーバへの格納を完了し，公開は地理空間情報部

に引き継いだ． 

翌日の 31 日は，9 時 19 分に北九州空港を離陸，

30 日の撮影画像で雲が写り込んでいた 4 コース分

（96 枚）について再撮影を行い，10 時 57 分に北九

州空港に着陸した．画像生成処理は 30 日撮影画像で

特に雲が多く，正射画像作成の上で優先度の高い 2
コース分から北九州空港で行い，画像が完成した順

に本院へ伝送した．正射画像作成は 8 時 30 分より

30 日撮影の画像を使用して着手していたが，優先度

の高い 2 コース分の画像も合わせて使用して作成し

た．標定図作成等の後続作業は，正射画像の作業進

捗に合わせて関係職員を招集し，19 時 25 分に垂直

写真，20 時 52 分に正射画像の作業を完了，それぞ

れを直ちに関係機関に提供した．なお，地理院地図

に掲載するためのデータ作成は，翌日の 9 月 1 日に

行い，9時 55分に外部公開用サーバへの格納を完了，

公開は地理空間情報部に引き継いだ． 

 

 

図-7 垂直写真の撮影範囲（8 月 30 日，31 日撮影） 
 

 8 月 20 日の調布飛行場離陸から 10 日間以上に渡

り，北九州空港に進出していたくにかぜⅢは，途中，

現地撮影チームの交代を行いながら，9 月 1 日 11 時

30 分に北九州空港を離陸，名古屋飛行場経由で翌日

の 9 月 2 日 10 時 53 分に調布飛行場に帰投した．さ

らに，くにかぜⅢは，予定していた礼文島の撮影実

施に向け，12 時 53 分調布飛行場を離陸，16 時 4 分

に札幌（丘珠）飛行場へ進出した． 
 
2.4 礼文島の撮影 
 8 月 24 日，北海道地方の記録的豪雨によって，礼

文島で土砂災害が発生した．くにかぜⅢは広島市の

土砂災害の撮影に派遣していたため，緊急撮影は実

施しなかったが，年度当初より北海道地方の垂直写

真撮影を計画していたことから，被災地区の撮影を

当初計画に追加して，垂直写真の撮影を行った．撮

影ができた場合，成果をなるべく早く道庁等の関係

機関に提供する観点から，緊急撮影に準じて作業す

ることとした．9 月 3 日，札幌飛行場から稚内空港

に移動していたくにかぜⅢは，10 時 13 分に稚内空

港を離陸し，垂直写真の撮影（6 コース：165 枚）（図

-8）を実施，12 時 25 分に稚内空港に着陸した．画

像生成処理を行える場所が空港内にないため，北海

道宗谷総合振興局地域施策部に場所提供のご協力を

得て，画像生成処理を行った．生成した画像全ての

伝送は長時間に及ぶため，低解像度画像のみを伝送

し，高解像度画像は北海道地方測量部へ宅配業者に

位置図
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7小特集 平成 26 年 8月豪雨災害に対する空中写真の撮影 

より翌朝着で送付，インターネット経由で国土地理

院（茨城県つくば市）へ伝送するという方法とした．

翌日，正射画像作成や地理院地図掲載用のデータ作

成等の後続作業を行い，10 時 36 分に垂直写真，17
時 02 分に正射画像を完成させ，その後関係機関に提

供した． 

 

 
図-8 垂直写真の撮影範囲（礼文島全域） 

 

3. 報道発表 
 8月 19日に撮影した兵庫県丹波市と京都府福知山

市の空中写真及び 20 日に撮影した広島市の空中写

真について，国土地理院の地理院地図で公開する旨

を 21 日 14 時に発表した．空中写真の公開は，現地

の被災状況を心配されている国民の皆様への直接の

情報提供や関係機関が行う今後の対応等についての

検討などに対する情報提供を目的に行っている．本

件に対する反響は大きく，報道機関からの問合せは，

当部だけでも発表後 2日間で約 30件にのぼった．ま

た，テレビ，新聞等が報道したことで，国土地理院

の地理院地図へのアクセスが集中し，一時つながり

にくい状態となった． 

 
4. 提供までの所要時間 

本災害では，くにかぜⅢにより斜め写真及び垂直

写真の撮影を行い，垂直写真から正射画像の作成も

行った．写真画像は標定図作成等の後続作業を完了

したのち，直ちに関係機関に提供を行っているが，

くにかぜⅢが拠点空港へ着陸後，当部において関係

機関に提供するデータを完成させるまでに要した時

間を表-1 に示す． 
 

5.まとめ 

当部では，今回の災害対応において，斜め写真，

垂直写真及び正射画像等の地理空間情報について，

一部を除き当日中に関係機関に提供するとともに，

地理空間情報部の協力を得て地理院地図で一般に公

開した．今回の対応は，斜め写真の撮影訓練を含め，

平常時における部内の訓練により，大きな遅滞が発

生することなく任務を遂行できた．また，垂直写真

の画像生成処理を現地で実施することで伝送時間の

短縮を図るとともに，途中工程も極力自動化するな

ど作業効率を向上させてきた．一方，斜め写真につ

いては，マニュアルの整備や広域で災害が発生した

場合の対応方法の確立が急がれるとともに，後続の

写真処理により正射画像や 3D モデルの作成が技術

的に可能となってきている（実際に後日発生した別

の災害においては，斜め写真から正射画像を当部に

おいて作成している）ことから，それらに対応可能

な撮影方法を検討する必要がある． 

今後も速報としての斜め写真提供と高精度な垂直

写真提供をより迅速に進めるため，訓練等を行い災

害対応の緊急撮影に活かしていく予定である． 

 

表-1 斜め写真の提供までの所要時間 
地区名 枚数 空港 時間 

北川村 216 八尾 1 時間 53 分 

丹波福知山 181 調布 2 時間 45 分 
広島（8/20） 173 北九州 2 時間 38 分 
広島（8/21） 573 北九州 6 時間 57 分 
 

表-2 垂直写真及び正射画像提供までの所要時間 
地区名 枚数 垂直写真 正射画像 
北川村 19 4 時間 12 分 5 時間 17 分

丹波福知山 46 4時間 29分※ 9時間36分※

広島（8/28）
C2～C4 

193 6 時間 23 分 
18時間1分※

広島（8/28）
C1～C5･6 

161 7 時間 38 分 

広島（8/30）
C1～C6 

207 6 時間 53 分 

21 時間 44 分

※ 
広島（8/30）

C7～C11 
115 9 時間 45 分 

広島（8/31）
C7～C10 

96 3 時間 55 分 

礼文島 165 6 時間 6 分※ 13時間4分※

※翌日に作業している場合は，実働時間で算出． 
 

（公開日：平成 26 年 12 月 26 日） 
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